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(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
　データチャネルと制御チャネルからなるフレームのデータチャネルに複数の端末インタ
フェース盤が収容する複数の端末装置より受信した受信データを多重化して外線に送信し
、外線から受信した受信フレームのデータチャネルの受信データを分離して該当する端末
インタフェース盤を通して端末装置に送信する多重インタフェース盤において、
　前記データチャネル毎に、前記受信データに対してパリティ演算を行って、該各データ
チャネルについての第１パリティ情報を出力する第１チャネル個別パリティ演算部と、
　複数フレームの制御チャネルからなるマルチフレームの該当ビットに前記各データチャ
ネルについての前記第１パリティ情報及び前記各端末装置側のアラーム情報に基づいて、
各データチャネルのデータを固定値／そのままの値で挿入するとともに、前記各端末装置
側のアラーム情報に基づいて、データの閉塞／パリティ情報の無効もしくはデータの非閉
塞／パリティ情報の有効を示す指示情報を前記マルチフレーム中の前記制御チャネルの指
示ビットに挿入するマルチフレーム組立・挿入部と、
　受信フレームから前記各データチャネルについての前記第１パリティ情報及び前記指示
情報を分離するマルチフレーム分離・抽出部と、
　受信フレーム中の各データチャネルについての受信データに対してパリティ演算を行っ
て、第３パリティ情報を出力する第２チャネル個別パリティ演算部と、
　前記マルチフレーム分離・抽出部が分離した前記各データチャネルについての前記１パ
リティ情報と前記第３パリティ情報を比較する第１比較部と、
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　前記指示情報がデータの閉塞／パリティ情報の無効を指示しているとき、前記第１比較
部の前記パリティ情報の比較結果を無効にし、全てのデータチャネルについての受信デー
タを固定値にし、前記指示情報がデータの非閉塞／パリティ情報の有効を指示していると
き、前記第１比較部による各データチャネルについてのパリティ情報の比較結果に基づい
て、各データチャネルについての前記受信データを固定値もしくは前記受信データの値を
そのまま出力するデータ閉塞部と、
　を具備したことを特徴とする多重インタフェース盤。
【発明の詳細な説明】
【０００１】
【発明の属する技術分野】
本発明は、装置内共通データであるハイウェイ（ＨＷ）と外線のインタフェースを行い、
外線とは一次群インタフェース／二次群インタフェースのようにデータを多重化して送受
信する多重インタフェース盤（多重ＩＦ盤）に関する。
【０００２】
【従来の技術】
近年、通信ネットワークでは高速で且つ高信頼性の要求が高まってきている。高速化のた
めに一次群インタフェース／二次群インタフェースのようにデータを大容量の伝送媒体に
多重化すると共に光ファイバを用いた光通信が行われている。高信頼性のために、伝送路
の冗長構成による通信装置の信頼性の向上、パリティビットの付加による多重データの信
頼性の向上が図られている。
【０００３】
図１５は、従来のネットワーク構成例を示す図である。図１５に示すように、ネットワー
クは、複数の光伝送装置２＃ｉ（ｉ＝１，２）、光伝送装置２＃ｉ（ｉ＝１，２）間を接
続する光伝送路８、光伝送装置２＃ｉに収容される複数の端末１０＃ｉｊ（ｉ＝１，２，
ｊ＝１～ｎ）、光伝送装置２＃ｉに接続される複数の迂回伝送路１２＃ｉ（ｉ＝１，２）
及び光伝送装置２＃ｉ毎に設けられる複数の無線機１４＃ｉ（ｉ＝１，２）から構成され
ている。光伝送装置２＃ｉは、多重ＩＦ盤４＃ｉ、複数の端末インタフェース盤６＃ｉｊ
（ｊ＝１～ｎ）、図示しない多重化部及び光インタフェース部を有する。光伝送路８が正
常であって、光伝送路８を通して光伝送装置２＃ｉ（ｉ＝１，２）間で通信が可能である
とき、端末１０＃１ｊから送信されたデータは端末インタフェース盤６＃１ｊで受信され
、図示しない多重化部で多重化される。多重化部で多重化されたデータは、図示しない電
気／光変換部で光信号に変換されてから光伝送路８に送信される。対局の光伝送装置２＃
２は、光伝送路８よりデータを受信すると、図示しない光／電気変換部より光信号を電気
信号に変換する。そして、図示しない多重化部は、各チャネルのデータを分離して、該当
チャネルにデータを挿入して、ＨＷ３＃２に出力する。端末インタフェース盤６＃２ｊは
、該当チャネルのデータをＨＷ３＃２より受信して、端末１０＃２ｊにデータを送信する
。一方、光伝送路８が故障等であって、次のようにして、多重ＩＦ盤４＃ｉを通して、通
信が行われる。
【０００４】
図１６は、図１５中の多重ＩＦ盤４＃ｉの構成図である。多重ＩＦ盤４＃ｉは、装置イン
タフェース部２０＃ｉ、ＣＨ個別パリティ演算部２２＃ｉ、マルチフレーム組立／挿入部
２４＃ｉ、データ閉塞部２６＃ｉ、外線インタフェース部２８＃ｉ、マルチフレーム分離
／パリティ抽出部３０＃ｉ、ＣＨ個別パリティ演算部３２＃ｉ、パリティ情報比較／異常
検出部３４＃ｉ及びデータ閉塞部３６＃ｉを有する。端末インタフェース盤６＃ｉｊと装
置インタフェース部２０＃ｉとの間は、ＨＷ３＃ｉにより双方向に接続されている。
【０００５】
図１７は、外線と送受信する多重データのフレームフォーマットを示す図であり、一例と
して一次群インタフェースを示している。図１７に示すように、一次群インタフェースで
は、例えば、フレームが８ビット×２４チャネルで構成され、例えば、２３チャネルがデ
ータを収容するデータチャネル、１チャネルが各データチャネルに収容されるデータのパ
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リティ情報を収容する制御チャネルである。図１７中のＦがフレームの先頭を示すフレー
ムビットである。
【０００６】
図１８は、マルチフレームフォーマットを示す図である。制御チャネルは、例えば、フレ
ームの最終チャネルＣＨ２４である。制御チャネルは、８ビットから構成されており、４
フレーム分の４個の制御チャネルＭＦ１～ＭＦ４により、マルチフレームが構成される。
マルチフレームの各８ビットＭＦ１～ＭＦ４の先頭ビットは、マルチフレーム同期を取る
ためのマルチフレームビット、例えば、’０１１１’である。Ｐｉ（ｉ＝１～２３）は、
ＣＨ１からＣＨ２３のデータに対するＣＨ個別のパリティ演算結果である。ＭＦ１～ＭＦ
４の１ビット目ＸとＭＦ４の７ビット目Ｙは予備ビットである。
【０００７】
図１９は、各ブロック間のタイムチャートである。ＨＷ３＃ｉ上の信号Ｓ２，Ｓ３はフレ
ームから構成される。フレームは、データフレームは装置インタフェース部２０＃ｉから
のフレームパルスに同期している。各フレームは、複数のチャネル（ＣＨ１～ＣＨ２４）
及び各チャネル毎の付加チャネル（付加ＣＨ）から構成されている。各チャネルは、所定
ビット、例えば、８ビットからなる。付加チャネルは、例えば、８ビットからなり、２ビ
ットＸ１，Ｘ２にアラーム信号が設定され、残り６ビットが予備ビットである。Ｘ１は自
局のアラーム信号が設定される。Ｘ２は対向先（相手先）のアラーム信号が設定される。
端末１０＃ｉｊはデータを送信する。端末１０＃ｉｊを収容する端末インタフェース盤６
＃ｉｊは、端末１０＃ｉｊからデータを受信して、フレームパルスに同期して、割り当て
られたチャネルにデータを挿入すると共に端末１０＃ｉｊについてのアラーム信号Ｘ１を
付加チャネルに挿入して、ＨＷ３＃ｉに信号Ｓ２を出力する。
【０００８】
装置インタフェース部２０＃ｉは、フレームパルスに同期して信号Ｓ２を受信する。フレ
ームの先頭にＦビットを挿入し、信号Ｓ２のフレーム中のチャネルＣＨ１～ＣＨ２３の各
８ビットデータは、チャネルＣＨ１～ＣＨ２３の該当チャネルに挿入して、信号Ｓ４を出
力する。また、フレームの先頭にＦビットを挿入し、信号Ｓ２のフレーム中の各チャネル
の付加チャネルの自局でのアラーム信号Ｘ１のビット値に応じて、２４チャネルの内該当
チャネルに正常／異常を示す信号を挿入する。また、２４チャネルの空きチャネルには、
固定値、例えば、オール’０’を挿入して、信号Ｓ６を出力する。ＣＨ個別パリティ演算
部２２＃ｉは、信号Ｓ４を入力して、各チャネル毎にデータのパリティ演算を行って、マ
ルチフレーム組立／挿入部２４＃ｉに出力する。マルチフレーム組立／挿入部２４＃ｉは
、フレームの先頭にＦビットを挿入し、フレームパルスに同期して信号Ｓ４を入力して、
該当チャネルにデータを挿入する。フレームの制御チャネルＣＨ２４中のマルチフレーム
ビットに所定ビットを挿入する。更に、ＣＨ個別パリティ演算部２２＃ｉよりパリティ演
算結果を入力して、該当マルチフレームの中の該当ビット位置に挿入して、信号Ｓ８を出
力する。データ閉塞部２６＃ｉは、対局警報信号Ｓ６が１個以上のチャネルについて異常
を示すとき、Ｆビット以外をオール’１’／オール’０’に固定して信号Ｓ１０を出力し
、それ以外のとき、信号Ｓ８をスルーして信号Ｓ１０を出力する。外線インタフェース部
２８＃ｉは、データ閉塞部２６＃ｉより信号Ｓ１０を入力して、迂回伝送路（外線）１２
＃ｉに送信する。無線機１４＃ｉは迂回伝送路１２＃ｉによりデータを受信すると、無線
伝送路を通して、対局の無線機１４＃ｊ（ｊ≠ｉ）に送信する。無線機１４＃ｊは無線伝
送路よりデータを受信すると、迂回伝送路１２＃ｊに送信する。
【０００９】
一方、外線インタフェース部２８＃ｊは、外線インタフェースに従って、迂回伝送路１２
＃ｊより信号を受信して、信号Ｓ９を出力する。マルチフレーム分離／パリティ抽出部３
０＃ｊは、信号Ｓ９のマルチフレーム中のマルチフレームビットよりマルチフレーム同期
を取り、各チャネルについてのパリティ情報を抽出する。ＣＨ個別パリティ演算部３２＃
ｊは、信号Ｓ９に収容される各チャネルのデータのパリティ演算を行う。パリティ情報の
比較／異常検出部３４＃ｊは、マルチフレーム分離／パリティ抽出部３０＃ｉより出力さ
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れる各チャネルのパリティ情報とＣＨ個別パリティ演算部３２＃ｊより入力される該当チ
ャネルのパリティ演算結果とを比較して、一致であれば、該当チャネルのデータが正常で
あることを示すデータを信号Ｓ７中の該当チャネルに挿入し、不一致であれば、該当チャ
ネルのデータが異常であることを示すデータを信号Ｓ７中の該当チャネルに挿入して、信
号Ｓ７を出力する。
【００１０】
データ閉塞部３６＃ｊは、信号Ｓ９及び自局警報信号Ｓ７を入力して、信号Ｓ７が該当チ
ャネルのデータが正常であることを示すとき、該当チャネルのデータをスルーし、データ
異常であることを示すとき、該当チャネルのデータをオール’１’に固定して、信号Ｓ５
を出力する。装置インタフェース部２０＃ｊは、信号Ｓ５よりデータチャネルに収容され
るデータ、信号Ｓ７より自局警報信号をそれぞれ入力して、フレームパルスに同期して、
該当チャネル及び予備チャネルにチャネルのデータ及び自局警報信号を多重化して、ＨＷ
３＃ｊに信号Ｓ３を出力する。端末インタフェース盤６＃ｊｋは、フレームパルスに同期
して、ＨＷ３＃ｊより信号Ｓ３を受信して、該当チャネル及び予備チャネルのデータを端
末１０＃ｊｋに送信する。
【００１１】
【発明が解決しようとする課題】
しかしながら、従来の多重化装置では以下の問題点があった。従来、外線側の多重データ
において、予め定めたチャネルに多重したパリティ情報は、各チャネルに対応したパリテ
ィ情報とマルチフレームビットのみで構成され、パリティ情報の保証はマルチフレーム同
期だけである。そのため、外線が無線伝送路を中継したり、長距離に及び、外部からのノ
イズ、サージなどを受けて、データエラーが発生したとき、各チャネルに対するパリティ
情報の信頼度は極端に低くなる。そして、発生したデータエラーにより多重されたパリテ
ィ情報が反転すると、パリティ情報は単なる’１’もしくは’０’の値でチャネルデータ
が正常か異常かを判断するため、各チャネルのデータ自体が異常にもかかわらず、パリテ
ィ情報のデータエラーにより正常と判断されてしまうことがあり、データの信頼性に問題
があった。従来のマルチフレーム構成では、各８ビットの制御チャネルの１ビットが空き
ビットとなっており、伝送効率上の問題があった。更に、従来、伝送装置間の疎通試験等
の保守を行う際に、双方の伝送装置に端末を接続して、互いに確認する以外になく、遠隔
保守ができずに、保守の手間がかかり問題であった。
【００１２】
本発明は上記を鑑みてなされたものであり、多重データの各チャネルデータに対する信頼
性の向上、伝送効率の向上及び遠隔保守が可能な多重ＩＦ盤を提供することを目的とする
。
【００１３】
【課題を解決するための手段】
図１は本発明の原理図である。図１に示すように、多重ＩＦ盤３８＃ｉ（ｉ＝１，２）は
、複数の端末インタフェース盤３９＃ｉｊ（ｉ＝１，２，ｊ＝１～ｎ）を収容し、第１チ
ャネル個別パリティ演算部４０＃ｉ、第１マルチフレームパリティ演算部４１＃ｉ、マル
チフレーム組立挿入部４２＃ｉ、マルチフレーム分離・抽出部４３＃ｉ、第２チャネル個
別パリティ演算部４４＃ｉ、第２マルチフレームパリティ演算部４５＃ｉ、第１比較部４
６＃ｉ、第２比較部４７＃ｉ及び判断部４８＃ｉを具備する。
【００１４】
多重ＩＦ盤３８＃１から多重ＩＦ盤３８＃２へフレーム送信するとき、第１チャネル個別
パリティ演算部４０＃１は、各データチャネル毎に受信データに対してパリティ演算を行
って、第１パリティ情報を出力する。第１マルチフレームパリティ演算部４１＃１は、複
数フレーム分の制御チャネルからなるマルチフレーム中の各マルチフレームパリティビッ
トに該当する複数データチャネルの第１パリティ情報に対してパリティ演算を行って、第
２パリティ情報を出力する。マルチフレーム組立・挿入部４２＃１は、マルチフレームの
該当ビットに第１パリティ情報を挿入し、各マルチフレームパリティビットに該当する第
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２パリティ情報を挿入する。多重化装置３８＃１は、フレームを外線に送信する。
【００１５】
多重ＩＦ盤３８＃２は、フレームを外線より受信する。マルチフレーム分離・抽出部４３
＃２は、受信フレームから第１及び第２パリティ情報を分離する。第２チャネル個別パリ
ティ演算部４４＃２は、受信フレームの各データチャネルの受信データに対してパリティ
演算を行って、第３パリティ情報を出力する。第２マルチフレームパリティ演算部４５＃
２は、受信フレームの各マルチフレームパリティビットに該当する第１パリティ情報又は
該第１パリティ情報に該当するデータチャネルの受信データに対してパリティ演算を行っ
て、第４パリティ情報を出力する。第１比較部４６＃２は、第１及び第３パリティ情報を
比較する。第２比較部４７＃２は、第２及び第４パリティ情報を比較する。
【００１６】
判断部４８＃２は、第１及び第２比較部の比較結果に基づいて、各データチャネルの受信
データが正常／異常を判断する。例えば、データチャネルの受信データ及び当該受信デー
タに関するパリティ情報にエラーが発生して、第１比較部４６＃２が受信データは正常で
あると判断した場合でも、当該パリティ情報に対するマルチフレームパリティが正常であ
り、第２比較部４７＃２がパリティは異常であると判断したとき、判断部４８＃２が受信
データは異常であると判断することにより、受信データが異常であるにもかかわらず、正
常であると判断ミスをすることが抑制される。そのため、データの信頼性が向上する。
【００１７】
一方、データチャネルの受信データが正常、受信データに関するパリティ情報にエラーが
発生して、第１比較部４６＃２が受信データは異常であると判断した場合でも、当該パリ
ティ情報に対するマルチフレームパリティが正常であり、第２比較部４７＃２がマルチフ
レームパリティの該当受信データに対してパリティ演算を行った演算結果とマルチフレー
ムパリティとを比較することにより、マルチフレームパリティが正常であると判断したと
き、判断部４８＃２が受信データは正常であると判断することにより、受信データが正常
であるにもかかわらず、異常であるとの判断ミスをすることが抑制される。そのため、デ
ータの信頼性が向上する。
【００１８】
【発明の実施の形態】
第１実施形態
図２は、多重ＩＦ盤を含む光伝送装置を用いたネットワーク構成図であり、図１５中の構
成要素と実質的に同一の要素には同一の符号を附している。図２中の光伝送装置５０＃ｉ
中の多重ＩＦ盤５２＃ｉは、(i)マルチフレーム化された各チャネルのパリティ情報のパ
リティビットを予備ビットに挿入してフレームを外線に送信するようにしたこと、(ii)外
線より受信したフレームについて、各チャネルのデータのパリティ演算結果とマルチフレ
ームのパリティ情報との比較結果及びマルチフレームのパリティ情報のパリティ演算結果
とマルチフレームパリティビットとの比較結果に従って、各チャネルのデータが正常であ
るか否かを判断するようにしたことが、図１５中の多重ＩＦ盤４＃ｉと異なる。
【００１９】
図３は、図２中の多重ＩＦ盤５２＃ｉの構成図であり、図１６中の構成要素と実質的に同
一の構成要素には同一の符号を附している。図３に示すように、多重ＩＦ盤５２＃ｉは、
装置インタフェース部２０＃ｉ、ＣＨ個別パリティ演算部２２＃ｉ、マルチフレーム組立
／挿入部６２＃ｉ、データ閉塞部２６＃ｉ、外線インタフェース部２８＃ｉ、マルチフレ
ーム分離／パリティ抽出部６４＃ｉ、ＣＨ個別パリティ演算部３２＃ｉ、パリティ情報比
較／異常検出部３４＃ｉ、データ閉塞部３６＃ｉ、マルチフレームパリティ演算部６０＃
ｉ，６６＃ｉ及び判断部７０＃ｉを有する。
【００２０】
図４は、マルチフレーム組立／挿入部６２＃ｉ、データ閉塞部２６＃ｉ、外線インタフェ
ース部２８＃ｉの出力信号Ｓ２０，Ｓ２１，Ｓ２２のフォーマットを示す図である。本実
施形態では、信号Ｓ２０－Ｓ２２の制御チャネルＣＨ２４から構成されるマルチフレーム
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中の予備ビットであったＸ１－Ｘ４がパリティ情報のパリティを設定するためのマルチフ
レームパリティビットとして使用される。
【００２１】
図５は、マルチフレーム構成図である。図５に示すように、Ｘｉ（ｉ＝１～４）は、マル
チフレームＭＦｉ（ｉ＝１～４）のパリティビットに対するパリティ演算結果である。即
ち、Ｘ１はＰ１－Ｐ６に対するパリティ演算結果、Ｘ２はＰ７－Ｐ１２に対するパリティ
演算結果、Ｘ３はＰ１３－Ｐ１８に対するパリティ演算結果、Ｘ４はＰ１９－Ｐ２３（又
はＹ）のパリティ演算結果である。尚、各Ｘｉ（ｉ＝１～４）には、先頭のマルチフレー
ムビットを演算対象に含めても良い。
【００２２】
ＣＨ個別パリティ演算部２２＃ｉは、フレームパルスに従って、マルチフレーム毎に各チ
ャネルのパリティ演算結果をリセットする。そして、信号Ｓ４中のチャネルＣＨ１～ＣＨ
２３の各チャネルのデータに対してパリティ演算を行って、２３チャネルのパリティ演算
結果を出力する。マルチフレームパリティ演算部６０＃ｉは、フレームパルスに従って、
マルチフレーム毎に４個のマルチフレームパリティ演算結果をリセットする。２３チャネ
ルのパリティ演算結果をＣＨ個別パリティ演算部２２＃ｉより入力して、各マルチフレー
ムパリティ情報Ｘｋ毎に該当するパリティ演算結果に対してパリティ演算を行って、マル
チフレームパリティ情報Ｘｋ（ｋ＝１～４）をマルチフレーム組立／挿入部６２＃ｉに出
力する。マルチフレーム組立／挿入部６２＃ｉは、次の機能を有する。▲１▼フレームパ
ルスに同期して、信号Ｓ２０中にＦビットを設定する。▲２▼フレームパルスに同期して
、信号Ｓ４に収容されている各チャネルのデータを信号Ｓ２０の該当チャネルに挿入する
。▲３▼フレームパルスに同期して、マルチフレーム中のマルチフレームビットを設定す
る。▲４▼フレームパルスに同期して、ＣＨ個別パリティ演算部２２＃ｉより該当するパ
リティ情報を入力して、マルチフレーム中の該当ビットに挿入する。▲５▼フレームパル
スに同期して、マルチフレームパリティ演算部６２＃ｉより該当するマルチフレームパリ
ティ情報をマルチフレーム中の該当ビットに挿入する。
【００２３】
マルチフレーム分離／パリティ抽出部６４＃ｉは、次の機能を有する。▲１▼Ｆビットよ
りフレーム同期を取る。▲２▼マルチフレームビットよりマルチフレーム同期を取る。▲
３▼各フレームの信号Ｓ２１中のマルチフレームからパリティ情報Ｐｉ（ｉ＝１～２３）
を抽出する。▲４▼信号Ｓ２１からマルチフレームパリティ情報Ｘｋを抽出する。マルチ
フレームパリティ演算部６６＃ｉは、マルチフレーム分離／パリティ抽出部６４＃ｉから
出力されるチャネルのパリティ情報Ｐｉ（ｉ＝１～２３）を入力して、Ｐ１－Ｐ６，Ｐ７
－Ｐ１２，Ｐ１３－Ｐ１８，Ｐ１９－Ｐ２３毎にパリティ演算を行う。マルチフレームパ
リティ情報の比較／異常検出部６８＃ｉは、マルチフレーム分離／パリティ抽出部６４＃
ｉから出力されるマルチフレームパリティ情報Ｘｋとマルチフレームパリティ演算部６６
＃ｉから出力される該当するパリティ演算結果とを比較して、一致ならば、正常（’０’
）、不一致ならば、異常（’１’）の比較結果を出力する。パリティ情報の比較／異常検
出部３４＃ｉは、ＣＨ個別パリティ演算部３２＃ｉより出力される各チャネルのパリティ
演算結果とマルチフレーム分離／パリティ抽出部６４＃ｉから出力される該当チャネルの
パリティ情報Ｐｉ（ｉ＝１～２３）とを比較して、一致ならば、正常（’０’）、不一致
ならば、異常（’１’）の比較結果を出力する。
【００２４】
判断部７０＃ｉは、パリティ情報の比較／異常検出部３４＃ｉ及びマルチフレームパリテ
ィ情報の比較／異常検出部６８＃ｉから比較結果を入力して、双方とも正常（’０’）で
あれば、正常を示す自局警報信号Ｓ７を出力し、いずれかが異常（’１’）であれば、異
常を示す自局警報信号Ｓ７を出力する。自局警報信号Ｓ７は、(i)チャネルＣＨ１～ＣＨ
２３毎に設定、(ii)各フレームに収容される各マルチパリティビットに該当するチャネル
毎に設定、(iii)マルチフレーム毎に全チャネルついて共通に設定するバリエーションが
考えられる。
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【００２５】
(i)の場合は、チャネルのパリティ情報の比較結果が正常且つ該当マルチフレームパリテ
ィ情報の比較結果が正常のとき、当該チャネルのデータが正常であると判断され、チャネ
ルのパリティ情報又は該当マルチフレームパリティ情報の比較結果が異常のとき、当該チ
ャネルのデータが異常であると判断される。例えば、パリティ情報Ｐ１の比較結果が正常
且つマルチフレームパリティ情報Ｘ１の比較結果が正常のとき、チャネルＣＨ１のデータ
が正常、パリティ情報Ｐ１が異常又はマルチフレームパリティ情報Ｘ１の比較結果が異常
のとき、チャネルＣＨ１のデータが異常と判断される。
【００２６】
(ii)の場合は、マルチフレームパリティ情報の比較結果が正常且つ該当チャネルのパリテ
ィ情報の比較結果が全て正常のとき、当該チャネルのデータが正常であると判断され、該
当マルチフレームパリティ情報の比較結果が異常又はいずれかの該当チャネルのパリティ
情報の比較結果が異常のとき、該当全チャネルのデータが異常であると判断される。例え
ば、パリティ情報Ｐ１－Ｐ６の比較結果が正常且つマルチフレームパリティ情報Ｘ１の比
較結果が正常であるとき、チャネルＣＨ１－ＣＨ６が正常、いずれかのパリティ情報Ｐ１
－Ｐ６の比較結果が異常又はマルチフレームパリティＸ１の比較結果が異常のとき、チャ
ネルＣＨ１－ＣＨ６のデータが異常であると判断される。
【００２７】
(iii)の場合は、マルチフレームについて、全マルチフレームパリティ情報Ｘｋ（ｋ＝１
～４）の比較結果が正常且つ全チャネルパリティ情報Ｐｉ（ｉ＝１～２３）の比較結果が
正常であるとき、全チャネルのデータが正常であると判断され、それ以外のとき、全チャ
ネルのデータが異常であると判断される。
【００２８】
データ閉塞部３６＃ｉは、自局警報信号Ｓ７から各チャネルについて、正常／異常のいず
れであるかを判断する。正常ならば、信号Ｓ２１の該当チャネルのデータを信号Ｓ５の該
当チャネルに挿入する。異常ならば、該当チャネルのデータをオール’１’／オール’０
’に閉塞する。
【００２９】
以下、図２のネットワークにおいて、迂回伝送路１２＃１，１２＃２を通して光伝送装置
５０＃１→５０＃２へ通信する場合の動作について説明する。端末１０＃１ｊは、データ
を光伝送装置５０＃１に送信する。端末ＩＦ盤６＃１ｊは、データを受信し、フレームパ
ルスに同期して、該当チャネルにデータを挿入し、予備チャネルに自局警報信号を挿入し
て、信号Ｓ２をＨＷ３＃１に出力する。装置インタフェース部２０＃１は、フレームパル
スに同期して、ＨＷ３＃１上のチャネル及び予備チャネルのデータを受信して、信号Ｓ４
，Ｓ６を出力する。
【００３０】
ＣＨ個別パリティ演算部２２＃１は、信号Ｓ４を入力して、各チャネル毎にパリティ演算
を行って、マルチフレーム組立／挿入部６２＃１に出力する。マルチフレームパリティ演
算部６０＃１は、２３チャネルのパリティ演算結果をＣＨ個別パリティ演算部２２＃１よ
り入力して、各マルチフレームパリティ情報Ｘｋ毎に該当するパリティ演算結果に対して
パリティ演算を行って、マルチフレームパリティ情報Ｘｋ（ｋ＝１～４）をマルチフレー
ム組立／挿入部６２＃１に出力する。マルチフレーム組立／挿入部６２＃１は、信号Ｓ２
０にＦビットの設定、信号Ｓ４に収容されている各チャネルのデータを信号Ｓ２０の該当
チャネルに挿入、信号Ｓ２０にマルチフレームビットの設定、ＣＨ個別パリティ演算部２
２＃ｉより該当するパリティ情報Ｐｉをマルチフレームの該当ビットに挿入及びマルチフ
レームパリティ演算部６２＃１より入力した該当するマルチフレームパリティ情報をマル
チフレーム中の該当マルチフレームパリティビットに挿入する。
【００３１】
データ閉塞部２６＃１は、対局警報信号Ｓ６が１個以上のチャネルについて異常を示すと
き、Ｆビット以外をオール’１’／オール’０’に固定して信号Ｓ２２を出力し、それ以
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外のとき、信号Ｓ２０をスルーして信号Ｓ２２を出力する。外線インタフェース部２８＃
１は、データ閉塞部２６＃１より信号Ｓ２２を入力して、迂回伝送路（外線）１２＃１に
送信する。無線機１４＃１は迂回伝送路１２＃１によりデータを受信すると、無線伝送路
を通して、対局の無線機１４＃２に送信する。無線機１４＃２は無線伝送路よりデータを
受信すると、迂回伝送路１２＃２に送信する。
【００３２】
外線インタフェース部２８＃２は、外線インタフェースに従って、迂回伝送路１２＃２よ
り信号を受信して、信号Ｓ２１を出力する。マルチフレーム分離／パリティ抽出部６４＃
２は、Ｆビット及びマルチフレームビットよりマルチフレーム同期を取る。そして、各フ
レームの信号Ｓ２１からマルチフレームのチャネルのデータのパリティ情報Ｐｉ（ｉ＝１
～２３）及びマルチフレームパリティ情報Ｘｋ（ｋ＝１～４）を抽出する。マルチフレー
ムパリティ演算部６６＃２は、各マルチフレームパリティ情報Ｘｋ（ｋ＝１～４）に該当
するマルチフレーム分離／パリティ抽出部６４＃２から出力されるチャネルのパリティ情
報Ｐｉ（ｉ＝１～２３）に対して、パリティ演算を行う。ＣＨ個別パリティ演算部３２＃
２は、信号Ｓ２１に収容される各チャネルのデータのパリティ演算を行う。
【００３３】
マルチフレームパリティ情報の比較／異常検出部６８＃２は、マルチフレーム分離／パリ
ティ抽出部６４＃２から出力されるマルチフレームパリティ情報Ｘｋとマルチフレームパ
リティ演算部６６＃２から出力される該当するパリティ演算結果とを比較して、一致なら
ば、正常（’０’）、不一致ならば、異常（’１’）の比較結果を出力する。パリティ情
報の比較／異常検出部３４＃２は、ＣＨ個別パリティ演算部３２＃２より出力される各チ
ャネルのパリティ演算結果とマルチフレーム分離／パリティ抽出部６４＃２から出力され
る該当チャネルのパリティ情報とを比較して、一致ならば、正常（’０’）、不一致なら
ば、異常（’１’）の比較結果を出力する。
【００３４】
判断部７０＃２は、パリティ情報の比較／異常検出部３４＃２及びマルチフレームパリテ
ィ情報の比較／異常検出部６８＃２から比較結果を入力して、双方とも正常（’０’）で
あれば、正常を示す自局警報信号Ｓ７を出力し、いずれかが異常（’１’）であれば、異
常を示す自局警報信号Ｓ７を出力する。データ閉塞部３６＃２は、信号Ｓ２１及び自局警
報信号Ｓ７を入力して、信号Ｓ７が該当チャネルのデータが正常であることを示すとき、
該当チャネルのデータをスルーし、データ異常であることを示すとき、該当チャネルのデ
ータをオール’１’／オール’０’に固定して、信号Ｓ６を出力する。
【００３５】
装置インタフェース部２０＃２は、信号Ｓ５よりチャネルデータ、信号Ｓ７より自局警報
信号をそれぞれ入力して、フレームパルスに同期して、該当チャネル及び予備チャネルに
チャネルデータ及び自局警報信号を多重化して、ＨＷ３＃２に信号Ｓ３を出力する。端末
インタフェース盤６＃２ｋは、フレームパルスに同期して、ＨＷ３＃２より信号Ｓ３を受
信して、該当チャネル及び予備チャネルのデータを端末１０＃２ｋに送信する。
【００３６】
以上説明した実施形態によれば、各チャネルに対するパリティ情報をマルチフレーム構成
にして多重したチャネルに対し、更に各マルチフレームに対するパリティ情報をフレーム
の予備ビットに付加して送受信して、データの正常／異常を判断するので多重データの各
チャネルデータに対する信頼性を向上させることができ、伝送効率が向上する。尚、マル
チフレームパリティビットＸｋ（ｋ＝１～４）と該当するチャネルのパリティ情報に該当
するチャネルのデータについてパリティ演算を行い、パリティ演算結果とマルチフレーム
パリティビットＸｋとを比較して、この比較結果が正常又はチャネルのパリティ情報の比
較結果が正常であるとき、チャネルのデータが正常であると判断してもよい。これにより
、チャネルのパリティ情報がエラー、チャネルのデータが正常、マルチフレームパリティ
ビットが正常であれば、チャネルのデータが正常であると判断することができる。
【００３７】
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第２実施形態
図６は、多重ＩＦ盤を含む光伝送装置を用いたネットワーク構成図であり、図１５中の構
成要素と実質的に同一の要素には同一の符号を附している。図６中の光伝送装置８０＃ｉ
中の多重ＩＦ盤８２＃ｉは、マルチフレームの予備ビットを用いて、全チャネルのデータ
の閉塞処理の制御をするようにした点が図６中の光伝送装置２＃ｉと異なる。ＨＷ３＃ｉ
等の故障発生によりデータエラー等が発生しているとき、一括してデータの閉塞処理を指
示する指示ビットをマルチフレームの予備ビットに設けることにより、個々のチャネルの
データを閉塞して対局の光伝送装置に送信した場合に、閉塞データがデータエラーによっ
てデータ化を起こしたとき、受信端末側で正常なデータであると誤って受信することを防
止するためである。
【００３８】
図７は、図６中の多重ＩＦ盤８２＃ｉの構成図であり、図１６中の構成要素と実質的に同
一の構成要素には同一の符号を附している。図７に示すように、多重ＩＦ盤８２＃ｉは、
装置インタフェース部２０＃ｉ、ＣＨ個別パリティ演算部２２＃ｉ、マルチフレーム組立
／挿入部９０＃ｉ、データ閉塞部２６＃ｉ、外線インタフェース部２８＃ｉ、マルチフレ
ーム分離／パリティ抽出部３０＃ｉ、Ｙビット検出部９２＃ｉ、ＣＨ個別パリティ演算部
３２＃ｉ、データ閉塞部９３＃ｉ及びパリティ情報の比較／異常検出部９４＃ｉを有する
。
【００３９】
図８は、マルチフレーム構成図である。図８に示すように、マルチフレームの最終ビット
Ｙを閉塞指示ビットとしている。閉塞指示ビットとは、全チャネルのデータを閉塞処理す
るか否かを制御するためのビットである。例えば、Ｙビット＝’１’であれば、全チャネ
ルのデータを閉塞処理する。Ｙビット＝’０’であれば、全チャネルのデータを閉塞処理
しない。マルチフレームの他のビットは、従来と同様である。尚、マルチフレームのＸビ
ットは予備ビットではなく、第１実施形態と同様にマルチフレームパリティビットとして
用いても良いし、Ｙビットではなく４個のＸｋビットを閉塞指示ビットとし、各Ｘｋと同
一フレームのパリティ情報に該当する複数チャネル毎にＸｋによって閉塞指示を行うよう
にしても良い。
【００４０】
マルチフレーム組立／挿入部９０＃ｉは、対局警報信号Ｓ６が少なくとも１チャネルにつ
いて、異常であることを示すとき、マルチフレームのＹビットに閉塞処理を指示する、例
えば、’１’を挿入し、全チャネルについて正常であることを示すとき、Ｙビットに閉塞
処理をしないことを指示する、例えば、’０’を挿入することが、図１６中のマルチフレ
ーム組立／挿入部２４＃ｉと異なる。Ｙビット検出部９２＃ｉは、入力された信号Ｓ３１
からマルチフレームのＹビットを検出して、データ閉塞部９３#ｉ及びパリティ情報の比
較／異常検出部９４＃ｉに出力する。データ閉塞部９３＃ｉは、次の機能を有する。▲１
▼Ｙビット検出部９２＃ｉより抽出されたＹビットが閉塞処理を指示するとき、信号Ｓ５
の全チャネルのデータをオール’１’／オール’０’に閉塞する。尚、閉塞指示ビットを
Ｘｋとする場合は、Ｘｋが閉塞処理を指示するとき、Ｘｋに該当するチャネルのデータに
ついて閉塞処理を行う。▲２▼Ｙビットが閉塞処理を指示しないとき、信号Ｓ７の各チャ
ネルについての異常／正常に従って、データ閉塞部３６＃ｉと同様の処理を行う。
【００４１】
パリティ情報の比較／異常検出部９４＃ｉは、閉塞指示ビットに拘わらず図１６中のパリ
ティ情報の比較／異常検出部３４＃ｉと同様の処理をしても良いがここでは、次の機能を
有する。▲１▼Ｙビット検出部９２＃ｉにより抽出されたＹビットが閉塞処理を指示する
とき、信号Ｓ７の全チャネルについて、異常を示す信号を挿入する。▲２▼Ｙビットが閉
塞処理を指示しないとき、ＣＨ個別パリティ演算部３２＃ｉの演算結果とマルチフレーム
分離／パリティ抽出部３０＃ｉから出力されるチャネルのパリティ情報を比較して、マル
チフレーム分離／パリティ抽出部３０＃ｉと同様の処理をする。
【００４２】
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以下、図６のネットワークにおいて、迂回伝送路１２＃１，１２＃２を通して光伝送装置
８０＃１→８０＃２へ通信する場合の動作について説明する。端末１０＃１ｊは、データ
を光伝送装置８０＃１に送信する。端末インタフェース盤６＃１ｊは、データを受信して
、信号Ｓ２をＨＷ３＃１に出力する。装置インタフェース部２０＃１は、ＨＷ３＃１から
信号Ｓ２を受信して、信号Ｓ４，Ｓ６を出力する。ＣＨ個別パリティ演算部２２＃１は、
信号Ｓ４を入力して、各チャネル毎にパリティ演算を行って、マルチフレーム組立／挿入
部９０＃１に出力する。マルチフレーム組立／挿入部９０＃１は、信号Ｓ３０の各チャネ
ルに信号Ｓ４の該当チャネルのデータの挿入、マルチフレームにマルチフレームビット、
パリティ情報Ｙｋ（ｋ＝１～２３）の挿入、対局警報信号Ｓ６が少なくとも１チャネルに
ついて、異常であることを示すとき、マルチフレームのＹビットに閉塞処理を指示するビ
ット値、例えば、’１’を挿入し、全チャネルについて正常であることを示すとき、Ｙビ
ットに閉塞処理をしないことを指示するビット値、例えば、’０’を挿入して、信号Ｓ３
０を出力する。
【００４３】
データ閉塞部２６＃１は、対局警報信号Ｓ６に収容される各チャネルについて、異常／正
常に従って、信号Ｓ３０に収容される該当チャネルのデータを固定値に閉塞／スルーして
、信号Ｓ３２を出力する。外線インタフェース部２８＃１は、データ閉塞部２６＃１より
データＳ３２を入力して、迂回伝送路（外線）１２＃１、無線機１４＃１、無線伝送路、
無線機１４＃２、迂回伝送路１２＃１を通して、光伝送装置８０＃２に送信する。
【００４４】
外線インタフェース部２８＃２は、外線インタフェースに従って、迂回伝送路１２＃２よ
り信号を受信して、信号Ｓ３１を出力する。マルチフレーム分離／パリティ抽出部３１＃
２は、信号Ｓ３１よりチャネルのパリティ情報Ｐｋ（ｋ＝１～２３）を抽出する。Ｙビッ
ト検出部９２＃２は、信号Ｓ３１よりマルチフレームのＹビットを検出する。パリティ情
報の比較／異常検出部９４＃ｉは、Ｙビット検出部９２＃２により検出されたＹビットが
閉塞処理を指示するとき、信号Ｓ７の全チャネルについて、異常を示す信号を挿入し、Ｙ
ビットが閉塞処理を指示しないとき、ＣＨ個別パリティ演算部３２＃ｉの演算結果とマル
チフレーム分離／パリティ抽出部３０＃ｉから出力されるチャネルのパリティ情報を比較
して、マルチフレーム分離／パリティ抽出部３０＃ｉと同様の処理をする。
【００４５】
データ閉塞部９３＃２は、Ｙビット検出部９２＃ｉより抽出されたＹビットが閉塞処理を
指示するとき、信号Ｓ５の全チャネルのデータをオール’１’／オール’０’に閉塞し、
Ｙビットが閉塞処理を指示しないとき、信号Ｓ７の各チャネルについての異常／正常に従
って、データ閉塞部３６＃２と同様の処理を行う。装置インタフェース部２０＃２は、信
号Ｓ５，Ｓ７を入力して、該当チャネル及び予備チャネルにチャネルデータ及び自局警報
信号を多重化して、ＨＷ３＃２に信号Ｓ３を出力する。端末インタフェース盤６＃２ｋは
、ＨＷ３＃２より信号Ｓ３を受信して、該当チャネル及び予備チャネルのデータを端末１
０＃２ｋに送信する。
【００４６】
以上説明した実施形態によれば、各チャネルに対するパリティ情報をマルチフレーム構成
にして多重したチャネルに対し、全データ閉塞処理を指示するビットを予備ビットに付加
することにより、１つ以上のチャネルについて、対局警報信号が異常であることを示すと
き、全データを閉塞するよう予備ビットに設定することにより、閉塞データがデータエラ
ーにより変化する場合でも、異常データを正常データとみなして対局側で処理することが
抑制されるので、多重データの各チャネルデータに対する信頼性を向上させることができ
る。
【００４７】
第３実施形態
図９は、多重ＩＦ盤を含む光伝送装置を用いたネットワーク構成図であり、図６中の構成
要素と実質的に同一の要素には同一の符号を附している。図９中の光伝送装置１００＃ｉ
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中の多重ＩＦ盤１０２＃ｉは、マルチフレームの予備ビットを用いて、パリティアラーム
のマスクを制御するようにした点が図６中の光伝送装置２＃ｉと異なる。ＨＷ３＃ｉ等の
故障発生によりデータエラー等が発生しているとき、パリティアラームのマスクを指示す
る指示ビットをマルチフレームの予備ビットに設けることにより、個々のチャネルのデー
タを閉塞して対局の光伝送装置に送信した場合に、閉塞データがデータエラーによってデ
ータ化を起こしたとき、受信端末側で正常なデータであると誤って受信することを防止す
るためである。
【００４８】
図１０は、図９中の多重ＩＦ盤１０２＃ｉの構成図であり、図７中の構成要素と実質的に
同一の構成要素には同一の符号を附している。図１０に示すように、多重ＩＦ盤１０２＃
ｉは、装置インタフェース部２０＃ｉ、ＣＨ個別パリティ演算部２２＃ｉ、マルチフレー
ム組立／挿入部１１０＃ｉ、データ閉塞部２６＃ｉ、外線インタフェース部２８＃ｉ、マ
ルチフレーム分離／パリティ抽出部３０＃ｉ、Ｙビット検出部１１２＃ｉ、ＣＨ個別パリ
ティ演算部３２＃ｉ、パリティ情報比較／異常検出部１１３＃ｉ及びデータ閉塞部１１４
＃ｉを有する。
【００４９】
図１１は、マルチフレーム構成図である。図１１に示すように、マルチフレームの最終ビ
ットＹをパリティアラームマスク指示ビットとしている。パリティアラームマスク指示ビ
ットとは、全チャネルのパリティアラームをマスクするか否かを制御するためのビットで
ある。例えば、Ｙビット＝’１’であれば、全チャネルのパリティアラームをマスクする
。Ｙビット＝’０’であれば、全チャネルのパリティアラームをマスクしない。マルチフ
レームの他のビットは、従来と同様である。尚、マルチフレームのＸビットは予備ビット
ではなく、第１実施形態と同様にマルチフレームパリティビットとして用いても良いし、
Ｙビットではなく４個のＸｋ（ｋ＝１～４）ビットをパリティアラームマスク指示ビット
とし、各Ｘｋと同一フレームのパリティ情報に該当する複数チャネル毎にＸｋによってパ
リティアラームのマスクの指示を行うようにしても良い。
【００５０】
マルチフレーム組立／挿入部１１０＃ｉは、対局警報信号Ｓ６が少なくとも１チャネルに
ついて、異常であることを示すとき、マルチフレームのＹビットにパリティアラームを検
出しないことを指示するビット値、例えば、’１’を挿入し、全チャネルについて正常で
あることを示すとき、Ｙビットにパリティアラームの検出を指示するビット値、例えば、
’０’を挿入する。パリティ情報の比較／異常検出部１１３＃ｉは、次の機能を有する。
▲１▼Ｙビット検出部９２＃ｉにより抽出されたＹビットがパリティアラームのマスクを
指示するとき、信号Ｓ７の全チャネルについて、パリティアラームをマスクするために、
異常を示す信号を挿入する。▲２▼Ｙビットがパリティアラームの検出を指示するとき、
ＣＨ個別パリティ演算部３２＃ｉの演算結果とマルチフレーム分離／パリティ抽出部３０
＃ｉから出力されるチャネルのパリティ情報を比較して、マルチフレーム分離／パリティ
抽出部３０＃ｉと同様の処理をする。
【００５１】
データ閉塞部１１４＃ｉは、閉塞指示ビットに拘わらず図１６中のデータ閉塞部３６＃ｉ
と同様の処理をしても良いが、ここでは次の機能を有する。▲１▼Ｙビット検出部９２よ
り抽出されたＹビットがパリティアラームのマスクを指示するとき、信号Ｓ５の全チャネ
ルのデータをオール’１’／オール’０’に閉塞する。▲２▼Ｙビットがパリティアラー
ムの検出をすることを指示しないとき、信号Ｓ７の各チャネルについての異常／正常に従
って、データ閉塞部３６＃ｉと同様の処理を行う。
【００５２】
以上説明した実施形態によれば、各チャネルに対するパリティ情報をマルチフレーム構成
にして多重したチャネルに対し、各チャネルに対するパリティアラームを検出しないよう
指示するビットを予備ビットに付加することにより、１つ以上のチャネルについて、対局
警報信号が異常であることを示すとき、各チャネルに対するパリティアラームを検出しな
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いよう設定することにより、不要なパリティアラームを検出することがなくなり、多重デ
ータの各チャネルデータに対する信頼性を向上させることができる。
【００５３】
第４実施形態
図１２は、多重ＩＦ盤を含む光伝送装置を用いたネットワーク構成図であり、図１５中の
構成要素と実質的に同一の要素には同一の符号を附している。伝送装置の疎通試験等の保
守試験では、試験装置から伝送装置に送信したテストデータが当該伝送装置を通して対局
の伝送装置に正常に伝送されたかを確認する必要がある。本実施形態では、マルチフレー
ム中の予備ビットを保守用ビットに割り当て、対局伝送装置に保守を指示するビット値を
保守用ビットに設定し、対局伝送装置が保守を指示されているとき、送信元の伝送装置に
データを折り返すことにより対局伝送装置に端末を接続して疎通試験を行うのではなく、
送信元の伝送装置に接続された試験装置により行うようにしている。
【００５４】
試験装置１１８＃１ｊは、迂回伝送路１２＃１→無線機１４＃１→無線伝送路→無線機１
４＃２→光伝送装置１１８＃２ｊとの間の遠隔保守を目的とした疎通試験を行うための試
験装置であり、次の機能を有する。▲１▼特定のテストパターンを送信する。▲２▼光伝
送装置１２０＃ｉに送信したテストパターンと光伝送装置１２０＃ｉから受信したテスト
パターンとを比較して、一致／不一致の比較結果の出力をする。光伝送装置１２０＃ｉ（
ｉ＝１，２）の一方、例えば、光伝送装置１２０＃１がセンタ等に設置され、コンソール
等に接続されている。他方の光伝送装置１２０＃ｊが光伝送装置１２０＃ｉより遠隔地に
設置されている。
【００５５】
光伝送装置１２０＃ｉ中の多重ＩＦ盤１２２＃ｉは、次の機能を有する。▲１▼図示しな
いコンソールから保守者より保守を指示されたとき、折り返しを指示する保守用ビット値
をマルチフレームの予備ビットに挿入して、迂回伝送路１２＃ｉに送信する。▲２▼迂回
伝送路１２＃ｉよりフレームを受信すると、折り返しが指示されているとき、迂回伝送路
１２＃ｉに受信したフレーム信号を折り返す。▲３▼迂回伝送路１２＃ｉより折り返され
たフレームを受信すると、チャネルのパリティ情報の比較結果にかかわらず、データを閉
塞せずにフレームを試験装置１１８＃ｉｊに送信する。
【００５６】
図１３は、図１２中の多重ＩＦ盤１２２＃ｉの構成図であり、図１６中の構成要素と実質
的に同一の構成要素には同一の符号を附している。図１３に示すように、多重ＩＦ盤１２
２＃ｉは、装置インタフェース部２０＃ｉ、ＣＨ個別パリティ演算部２２＃ｉ、保守制御
部１５０＃ｉ、マルチフレーム組立／挿入部１５２＃ｉ、データ閉塞部２６＃ｉ、外線イ
ンタフェース部１５３＃ｉ、マルチフレーム分離／パリティ抽出部３０＃ｉ、Ｘビットコ
ード受信部１５４＃ｉ、ＣＨ個別パリティ演算部３２＃ｉ、パリティ情報の比較／異常検
出部３４＃ｉ及びデータ閉塞部１５８＃ｉを有する。
【００５７】
図１４は、マルチフレームの保守用ビットを示す図である。保守用ビットは、対局の光伝
送装置１２０＃ｊに保守を指示するためのビットであり、例えば、マルチフレームの各２
ビット目Ｘｋ（ｋ＝１～４）が割り当てられている。保守を示すとき、保守用ビットのビ
ット値は、例えば、’０１０１’であり、保守を指示しないとき、保守用ビットのビット
値は、例えば、’００００’である。マルチフレームの他のビットは、従来と同様である
。保守用ビットは、Ｘｋ（ｋ＝１～４）ではなく、他のビット、例えば、Ｙビットであっ
ても良い。
【００５８】
保守制御部１５０＃ｉは、次の機能を有する。▲１▼図示しないコンソールから保守が指
示されているとき、(i)マルチフレーム組立／挿入部１５２＃ｉには、保守を指示する信
号、(ii)データ閉塞部１５０＃ｉには、各チャネルのパリティ情報の異常に拘わらずデー
タ閉塞しないよう指示する信号、(iii)折返し指示部１５６＃ｉには、Ｘビットコード受
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信部１５４＃ｉよりＸビット検出されても、折り返ししないよう指示する信号を出力する
。▲２▼図示しないコンソールから保守が指示されていないとき、(i)マルチフレーム組
立／挿入部１５２＃ｉには、保守を指示しない信号、(ii)データ閉塞部１５０＃ｉには、
各チャネルのパリティ情報の応じてデータ閉塞をするよう指示する信号、(iii)折返し指
示部１５６＃ｉは、Ｘビットコード受信部１５５＃ｉよりＸビット検出されたとき、折り
返しするよう指示する信号を出力する。
【００５９】
外線インタフェース部１５３＃ｉは、次の機能を有する。▲１▼折返し指示部１５６＃ｉ
より折り返しが指示されているとき、受信信号を送信側の伝送路に折り返す。例えば、折
り返し指示部１５６＃ｉから出力される信号を選択信号として、データ閉塞部２６＃ｉが
出力した信号Ｓ５２と迂回伝送路１２＃ｉからの受信信号のいずれかを選択するようにす
る。選択信号が有効になるには、受信信号のマルチフレームの保守用ビットが受信されて
後であるので、受信信号が入力されてから選択信号が有効になるまでの時間だけ受信信号
を遅延する遅延回路をセレクタの受信信号の入力側に設ける。▲２▼折返し指示部１５６
＃ｉより折り返しが指示されていないとき、データ閉塞部２６＃ｉが出力した信号Ｓ５２
をセレクタを通して、送信側の伝送路に送信する。
【００６０】
マルチフレーム分離／パリティ抽出部１５４＃ｉは、次の機能を有する。▲１▼マルチフ
レームから各チャネルのパリティ情報Ｐｋ（ｋ＝１～２３）を抽出する。▲２▼マルチフ
レームから保守用ビットを抽出する。Ｘビットコード受信部１５５＃ｉは、マルチフレー
ム分離／パリティ抽出部１５４＃ｉより抽出された保守用ビットが保守を指示するビット
値であるとき、保守を指示する信号を出力し、保守を指示するビット値でないとき、保守
しないよう指示する信号を出力する。折返し指示部１５６＃ｉは、次の機能を有する。▲
１▼Ｘビットコード受信部１５５＃ｉより保守が指示され且つ保守制御部１５８＃ｉより
保守が指示されていないとき、折り返しを指示する信号を出力する。▲２▼Ｘビットコー
ド受信部１５５＃ｉより保守が指示され且つ保守制御部１５８＃ｉより保守が指示されて
いるとき、折り返しをしないよう指示する信号を出力する。▲３▼Ｘビットコード受信部
１５５＃ｉより保守が指示されていないとき、折り返しをしないよう指示する信号を出力
する。
【００６１】
データ閉塞部１５８＃ｉは、次の機能を有する。▲１▼保守制御部１５０＃ｉより保守の
指示がされているとき、チャネルの異常に拘わらずデータを閉塞せずに信号Ｓ５１の各チ
ャネルのデータを該当チャネルに挿入して出力する。▲２▼保守制御部１５０＃ｉより保
守の指示がされていないとき、各チャネルのパリティ比較結果が正常／異常に応じて、各
チャネルのデータＳ５１を該当チャネルに挿入／データを閉塞して出力する。以下、図１
２のネットワークにおいて、光伝送装置１２０＃１側から光伝送装置１２０＃２への保守
試験を行う場合を例に光伝送装置１２０＃１及び光伝送装置１２０＃２の動作説明をする
。
【００６２】
（１）　テストパターン送信
コンソール等により多重ＩＦ盤１２２＃１中の保守制御部１５０＃１に保守を指示する。
保守制御部１５０＃１は、保守が指示されると、マルチフレーム組立／挿入部１５２＃ｉ
には、保守を指示する信号、(ii)データ閉塞部１５０＃ｉには、各チャネルのパリティ情
報の異常に拘わらずデータ閉塞しないよう指示する信号、(iii)折返し指示部１５６＃ｉ
には、Ｘビットコード受信部１５４＃ｉよりＸビット検出されても、折り返しをしないよ
う指示する信号をそれぞれ出力する。試験装置１１８＃１１は、テストパターンを生成し
て、光伝送装置１２０＃１に送信する。端末インタフェース盤６＃１ｊはテストパターン
を受信して、該当チャネルに信号Ｓ２，Ｓ３を挿入する。
【００６３】
装置インタフェース部２０＃１は、信号Ｓ２，Ｓ３を受信して、信号Ｓ４，Ｓ６を出力す
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る。マルチフレーム組立／挿入部１５２＃１は、信号Ｓ４の各チャネルのデータを信号Ｓ
５０の該当チャネルに挿入、信号Ｓ５０のマルチフレームの該当ビットにパリティ情報を
挿入、信号Ｓ５０のマルチフレームの保守用ビットＸ１～Ｘ４に保守を指示するビット値
を挿入する。データ閉塞部２６＃１は、信号Ｓ６の各チャネルについて正常／異常に従っ
て、信号Ｓ５０から信号Ｓ５２を出力する。折返し指示部１５６＃１より折り返ししない
よう指示されているので、外線インタフェース部１５３＃１は、セレクタより信号Ｓ５２
を選択して、送信側の迂回伝送路１２＃１に送信する。テストパターンは、外線の迂回伝
送路１２＃１、無線機１４＃１、無線伝送路、無線機１４＃２、迂回伝送路１２＃２を通
して、多重ＩＦ盤１２２＃２で受信される。
【００６４】
（２）　テストパターンの折り返し
多重ＩＦ盤１２２＃２中の外線インタフェース部１５３＃２は、迂回伝送路１２＃２より
信号を受信して、信号Ｓ５１を出力する。マルチフレーム分離／パリティ抽出部１５４＃
２は、信号Ｓ５１のマルチフレームに挿入されている各チャネルのパリティ情報及び保守
用ビットを抽出する。Ｘビットコード受信部１５５＃２は、保守用ビットが保守用ビット
値ならば、保守を指示する信号を出力し、保守用ビットが保守用ビット値でなければ、保
守しないよう指示する信号を出力する。ここでは、保守用ビット値が設定されているので
、保守を指示する信号を出力する。折返し指示部１５６＃２は、保守制御部１５０＃２及
びＸビットコード受信部１５５＃２より保守を指示する信号が出力されているので、折り
返しを指示する信号を出力する。外線インタフェース部１５３＃２は、折返し指示部１１
５６＃２より折り返しが指示されているので、受信信号を一定時間遅延して、セレクタよ
り遅延した受信信号を選択して、送信側の迂回伝送路１２＃２に送信する。迂回伝送路１
２＃２に折り返されたテストパターンは、無線機１４＃２、無線伝送路、無線機１４＃１
、迂回伝送路１２＃１を通して、多重ＩＦ盤１２２＃１で受信される。
【００６５】
（３）　折り返しテストパターンの受信
多重ＩＦ盤１２２＃１中の外線インタフェース部１５３＃１は、迂回伝送路１２＃１より
折り返し信号を受信して、信号Ｓ５１を出力する。マルチフレーム分離／パリティ抽出部
１５４＃１は、信号Ｓ５１のマルチフレームに挿入されている各チャネルのパリティ情報
及び保守用ビットを抽出する。Ｘビットコード受信部１５５＃１は、保守用ビットに保守
用ビット値が設定されているので、保守を指示する信号を出力する。折返し指示部１５６
＃１は、Ｘビットコード受信部１５５＃１より保守が指示されているが、保守制御部１５
０＃１からは保守しないよう指示されているので、折り返しをしないよう指示する信号を
出力する。これにより、外線インタフェース部１５３＃１から折り返された信号を折り返
すことがないので、同じ信号の折り返しの繰り返しを防止することができる。比較／異常
検出部３４＃１は、ＣＨ個別パリティ演算部３２＃１より出力される各チャネルのパリテ
ィ演算結果とマルチフレームのパリティ情報とを比較して、各チャネルのパリティ情報の
異常／正常を判断して、信号Ｓ７を出力する。データ閉塞部１５８＃１は、保守が指示さ
れているので、信号Ｓ７のチャネルについての正常／異常に拘わらず信号Ｓ５１の各チャ
ネルのデータを該当チャネルに挿入して、信号Ｓ５を出力する。端末インタフェース盤６
＃ｉｊは、信号Ｓ５，Ｓ７を受信して、信号Ｓ３をＨＷ３＃１に出力する。端末インタフ
ェース盤６＃１１は、信号Ｓ３の該当チャネルのデータをＨＷ３＃１より受信して、試験
装置１１８＃１１に出力する。試験装置１１８＃１１は、テストパターンを端末インタフ
ェース盤６＃１１より受信して、送信したテストパターンと受信したテストパターンとを
比較して、比較結果等を出力する。
【００６６】
以上説明した実施形態によれば、各チャネルに対するパリティ情報をマルチフレーム構成
にして多重したチャネルに対し、データの折り返しを行うように指示するビット（コード
）を予備ビットに付加することで、遠隔保守が可能となる。
【００６７】
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本発明は以下の付記を含むものである。
【００６８】
（付記１）　データチャネルと制御チャネルからなるフレームのデータチャネルに複数の
端末インタフェース盤が受信した受信データを多重化して外線に送信し、外線から受信し
た受信フレームのデータチャネルの受信データを分離して該当する端末インタフェース盤
に送信する多重インタフェース盤において、
前記各データチャネル毎に受信データに対してパリティ演算を行って、第１パリティ情報
を出力する第１チャネル個別パリティ演算部と、
複数フレーム分の制御チャネルからなるマルチフレーム中の各マルチフレームパリティビ
ットに該当する複数データチャネルの前記第１パリティ情報に対してパリティ演算を行っ
て、第２パリティ情報を出力する第１マルチフレームパリティ演算部と、
前記マルチフレームの該当ビットに前記第１パリティ情報を挿入し、前記各マルチフレー
ムパリティビットに該当する第２パリティ情報を挿入するマルチフレーム組立・挿入部と
、
受信フレームから第１及び第２パリティ情報を分離するマルチフレーム分離・抽出部と、
受信フレームの各データチャネルの受信データに対してパリティ演算を行って、第３パリ
ティ情報を出力する第２チャネル個別パリティ演算部と、
前記受信フレームの各マルチフレームパリティビットに該当する第１パリティ情報又は該
第１パリティ情報に該当するデータチャネルの受信データに対してパリティ演算を行って
、第４パリティ情報を出力する第２マルチフレームパリティ演算部と、
前記第１及び第３パリティ情報を比較する第１比較部と、
前記第２及び第４パリティ情報を比較する第２比較部と、
前記第１及び第２比較部の比較結果に基づいて、各データチャネルの受信データが正常／
異常を判断する判断部と、
を具備したことを特徴とする多重インタフェース盤。
【００６９】
（付記２）　前記判断部は、前記各データチャネルの受信データに対する第１及び第３パ
リティ情報が一致し、且つ当該第１パリティ情報に対する第２及び第４パリティ情報が一
致するとき、正常であると判断することを特徴とする付記１記載の多重インタフェース盤
。
【００７０】
（付記３）　データチャネルと制御チャネルからなるフレームのデータチャネルに複数の
端末インタフェース盤が受信した受信データを多重化して外線に送信し、外線から受信し
た受信フレームのデータチャネルの受信データを分離して該当する端末インタフェース盤
に送信する多重インタフェース盤において、
前記各データチャネル毎に受信データに対してパリティ演算を行って、第１パリティ情報
を出力する第１チャネル個別パリティ演算部と、
複数フレームの制御チャネルからなるマルチフレームの該当ビットに前記第１パリティ情
報を挿入し、データの閉塞又はパリティ情報のマスクを指示する指示情報を前記マルチフ
レーム中の指示ビットに挿入するマルチフレーム組立・挿入部と、
受信フレームから第１パリティ情報及び指示情報を分離するマルチフレーム分離・抽出部
と、
受信フレームの各データチャネルの受信データに対してパリティ演算を行って、第３パリ
ティ情報を出力する第２チャネル個別パリティ演算部と、
前記第１及び第３パリティ情報を比較する第１比較部と、
前記指示情報がデータの閉塞又はパリティ情報のマスクを指示しているとき、該当データ
チャネルの受信データを固定値にするデータ閉塞又は前記第１比較部の比較結果をマスク
するデータ閉塞・パリティマスク部と、
を具備したことを特徴とする多重インタフェース盤。
【００７１】
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（付記４）　前記マルチフレーム分離・挿入部は、前記各データチャネルの受信データに
関する異常情報に基づいて前記指示情報を挿入することを特徴とする付記３記載の多重イ
ンタフェース盤。
【００７２】
（付記５）　データチャネルと制御チャネルからなるフレームのデータチャネルに複数の
端末インタフェース盤が受信した受信データを多重化して外線に送信し、外線から受信し
た受信フレームのデータチャネルの受信データを分離して該当する端末インタフェース盤
に送信する多重インタフェース盤において、
前記各データチャネル毎に受信データに対してパリティ演算を行って、第１パリティ情報
を出力する第１チャネル個別パリティ演算部と、
保守の制御をする保守制御部と、
複数フレームの制御チャネルからなるマルチフレームの該当ビットに前記第１パリティ情
報を挿入し、前記保守制御部の制御に基づいて、マルチフレーム中の保守用ビットに保守
情報を挿入するマルチフレーム組立・挿入部と、
受信フレームから第１パリティ情報及び保守情報を分離するマルチフレーム分離・抽出部
と、
受信フレームの各データチャネルの受信データに対してパリティ演算を行って、第３パリ
ティ情報を出力する第２チャネル個別パリティ演算部と、
前記第１及び第３パリティ情報を比較する第１比較部と、
受信フレームの保守情報に基づいて、受信フレームの送信側への折り返しを指示する折返
し指示部と、
前記折返し指示部の指示に基づいて、送信フレーム又は受信フレームを送信する折り返し
部と、
前記保守制御部の制御に基づいて、折り返されたフレームのデータチャネルの受信データ
についての前記第１比較部の比較結果に関わらず、受信フレームの受信データを前記該当
端末インタフェース盤にそのまま出力するデータ閉塞部と、
を具備したことを特徴とする多重インタフェース盤。
【００７３】
（付記６）　前記折り返し指示部は、前記保守制御部の制御に基づいて、折り返されたフ
レームの保守情報が保守を指示している場合でも、前記折り返し部に折り返しを指示しな
いことを特徴とする付記５記載の多重インタフェース盤。
【００７４】
【発明の効果】
以上説明した本発明によれば、各チャネルに対するパリティ情報をマルチフレーム構成に
して多重したチャネルに対し、更に各マルチフレームに対するパリティ情報をフレームの
予備ビットに付加して送受信して、データの正常／異常を判断するので多重データの各チ
ャネルデータに対する信頼性を向上させることができ、伝送効率が向上する。
【図面の簡単な説明】
【図１】本発明の原理図である。
【図２】本発明の第１実施形態によるネットワーク構成図である。
【図３】図２中の多重ＩＦ盤の構成図である。
【図４】フレームフォーマットを示す図である。
【図５】マルチフレーム構成を示す図である。
【図６】本発明の第２実施形態によるネットワーク構成図である。
【図７】図６中の多重ＩＦ盤の構成図である。
【図８】マルチフレーム構成を示す図である。
【図９】本発明の第３実施形態によるネットワーク構成図である。
【図１０】図９中の多重ＩＦ盤の構成図である。
【図１１】マルチフレーム構成を示す図である。
【図１２】本発明の第４実施形態によるネットワーク構成図である。
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【図１３】図１２中の多重ＩＦ盤の構成図である。
【図１４】マルチフレーム構成を示す図である。
【図１５】従来のネットワーク構成図である。
【図１６】図１５中の多重ＩＦ盤の構成図である。
【図１７】フレームフォーマットを示す図である。
【図１８】マルチフレームフォーマットを示す図である。
【図１９】各ブロック間のインタフェースのタイムチャートである。
【符号の説明】
３８＃ｉ（ｉ＝１，２）　多重インタフェース盤
３９＃ｉ（ｉ＝１，２）　端末インタフェース盤
４０＃ｉ（ｉ＝１，２）　第１チャネル個別パリティ演算部
４１＃ｉ（ｉ＝１，２）　第１マルチフレームパリティ演算部
４２＃ｉ（ｉ＝１，２）　マルチフレーム組立・挿入部
４３＃ｉ（ｉ＝１，２）　マルチフレーム分離・抽出部
４４＃ｉ（ｉ＝１，２）　第２チャネル個別パリティ演算部
４５＃ｉ（ｉ＝１，２）　第２マルチフレームパリティ演算部
４６＃ｉ（ｉ＝１，２）　第１比較部
４７＃ｉ（ｉ＝１，２）　第２比較部
４８＃ｉ（ｉ＝１，２）　判断部
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